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生活指導における演劇的知性
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問題意識
　現在，集団の育成に主眼を置いた生活指導から個々の子供を生かす生活指導へと転換せよ
という議論がおこなわれている。これはどんな指標をもって語ればいいのか。個々の子供の
contexture，つまり個々の子供の住む内面的宇宙・世界を尊重せよということはどんなこ
となのか。そしてこれらの個々の内面的宇宙・世界をネットワークするとはどういうこと
なのか。そこにおけるcommunicationとはどんなものであり，どんなcommunionを形成
するのか。
1．組織活動におけるイメージ的思考。一通過儀礼の両義性一
　生活指導においては学校・学級という空間をどう装置化するのかということが現在重
要な問題である。「空間を装置化する」という視点を立てれば…個々の子供がそれぞれ
の固有の空間を形成する時，役割分担や諸規則などがどのような空間形成のための舞
台・シナリオなどとして機能するだろうか，という問題の形を可能にする。i舞台・シナ
リオなどという演劇的な思考を試みる時，我々は自分が全体のなかにどう位置つくかと
いう問題に直面する。行為する個々人にとってはみずからが振る舞う世界を認識するこ
ととその行為を形成する個々の行動の意味を理解することとは同義である。その位置づ
けの中心を決定するには充分に深みのある世界が必要である。父親の役割，母親の役割な
どの論議が表面的なものにならぬためにもエディプス神話を媒介にすることなどがその例
である。
　この世界に意味を与える世界の中心の形成は，日常生活の延長線上では手に入れにくい。
種々の通過儀礼一例えぼ結婚式にみるようにそれは或る超越的な存在の前での儀式，及び
集団的なそれの是認ということがなけれぼならない。この超越は或る種の感動を根拠にし
なければならぬが，人々はこれを或る瞬間の感動などに求めてきた。例えば朝日の昇る瞬
間の荘厳さなどに。この一瞬のエクスタシーこそ，太陽を宇宙の中心たらしめることを納
得せしめる。たしかに太陽は牧畜にせよ，農耕にせよその生産のエネルギーを提供するの
みでなく，暦を通じて活動の時期，循環する季節への信頼性などを人類に教え，安定感，
規律の根拠を与えてきた。しかしこの太陽の恵みも朝日の昇る瞬間などへの感動によって
人々を納得させてきたのであろう。族長，父親，母親はこのイメージからのアナロジーに
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よりその中心たる権威を受け取った①。しかしこの権威は単調な生活の持続の目的だけの
ためにも，周期的に劇的な活性化の瞬間によって甦らせられねばならない。共同作業，共
同生活を規則的なリズムで営むには自然の輪廻が皆に納得され得るほど充分に劇的でなけ
ればならないのである。集団のリーダーは太陽との類似性を手に入れ，この役割を演じよ
うとする。枯れ木の如く冬を過ごしていた木が，花をパッと開かせ咲き匂わせる瞬間に感
じる神の力を演じる翁の役など。この祭りの高揚したリズムの作り方はその後の「まつり
ごと」を決定する。為政者はこの瞬間の大事さをよく心得ている必要があり，そのためにこ
の瞬間を演じる力を日頃から充分に培っていなければならない。種々の宮廷儀式，大仏開
眼，都の造営など。ネットワークづくりも，単なる組織網と言うよりこのような瞬間と瞬
間との間に一つ一つかけられていく蜘蛛の巣の如きものとイメージされなければならない。
　このような神秘的合一に似た瞬間とその再現の儀式化がなければ，我々は方向性，方位
への予感，足場がなくなり，理解＝understandできない。原点はこのような瞬間において
得られる。それは日常性や日常的自我からの脱出一エクスタシー，無我といってもよかろ
う。ケの状態に戻った人々，つまり日常的自我はこの中心による価値のヒエラルヒーにの
み従う。それは人生を形成する枠組み（通過儀礼など）への欲求をも満たす。誕生，命名，
成人，結婚，死亡の際の村をあげての，あるいは親族を集めての盛大な宗教儀礼が営まれ
ねば，どうして現実味を帯びた方向性を入手できよう。喧伝されているような「ライフ・
サイクル」が単なる人生の操作能力の向上をいうだけならばそれは充分な納得は得られま
い。入社式などが集団への一体化を演じる瞬間を提供しているが故に成立するサイクルな
のである。人は問う。子供が誕生する……一体子供はどこから舞い降りてきたのか，その
宇宙的背景は何か，そのなかにおける子供の位置づけはどうか……，死者はどうか，と。
死を意味づけるには生者と死者を包む世界が必要となる。誕生・死はこの現実を越えた「原
初的イメージ」＝壮大なフィクションを要求する。当然，通過儀礼も「再生」（今までの生
の死一新しい生の誕生＝二度生まれ）の試練のための世界観を必要とする。そうでなけれ
ば，「経験」が成立しない。なぜなら経験とはなんらかの納得のいく原点を持った文脈を不
可欠とするからだ。それは表面的な演出を越えて原点に指し示す。なぜなら青年期とは「幼
児期（エディプス期）をその潜伏期以降，思春期において再活性化する」②ことなのだか
ら。それは「より高い総合をとげる」ためのメタ…メタファーなのだ。第一の誕生だけで
は思春期の燃えるようなidentityの欲求には答ええない。あの世を垣間見てこそ生死の世
界という全き世界のなかで自分が位置づけられる③。兵庫の浄土寺には太陽の光りを受け
て，極楽の阿弥陀如来が現れる。現代の大衆は暗黒の中に上映される映画という光・太陽
によってシンボリックに統合される世界をもつ。
　しかし現代人は海図をなくしてしまったと思っている。結合の図式が見出せないのであ
る。方位をなくしとめどもなく散逸するとき，「システム，秩序」論がうるさくなる。しか
し「行」によるシャーマン的境位は現代人の日常生活では決して到達できない。それでは
現代人はどのようにして海図を手に入れようというのか。現代のシャーマンは詩，小説を
その地域社会の息吹から作ろうとしたり，演劇をもって，もしくは撮影機をもって村に入
り，そこで育まれてきたイメージを原初のそれに仕立てあげようとするマレビトのような
形態をとる。学校教育はこれを可能にするか。それは機械的に階段を昇らせるが，宇宙的
感覚を失わせる。つくる瞬間を再現せず，学校教育のリズムで伝達する。自然との，宇宙
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との承る種の高揚した意志によって自らのidentityを獲得する道は閉ざされている。学校
教育のリズムは死を歯車交換の一つにすぎないものにする市民的日常性を越えない。人生
の折り目ごとに，その最も深層においてネットワーキングするものを感得させる機会を欠
如しているのである。結合＝位置づけ＝共鳴＝交流＝遊びの中で内部・深部に達しうるも
の，つまり深く蓄積された文化的記憶＝エクスタシー・入魂，脱魂＝めまいが排除される
構造をそれはもっている。では新しい形の場，装置として学校は甦り得るのか。
II．多次元を自由移動する人間の思考
　（a）「frame，　schema，　script，階層構造」
　人間の思考は現実に閉じ込められた狭苦しさを越えて，向こう側に別世界の広がりを感
じとろうとする。かつての人々は宇宙的な万物照応の感覚のなかに生きようとした。稲も
魂をもっており，それも草や木や動物に宿る単なる精霊とは違うという考え方が東南アジ
アの各地に見られるなどというのもその例であろう③。勿論，現代の日常生活での意識は一
見するとそのような広がりのある感覚のなかにあるものとは見えない。
　だが先ず言えるのは，明らかに日常生活のなかではたらく思考法はアルゴリズム的なそ
れではないということである。「思い悩む」とか「あいつの顔など見たくない」，「ビールが
うまい」などというコンピューターにとっては至難の技であろうような思考法で日常生活
が送られている。つまり日常生活は「場」（状況・場面）による認識一「フレーム」一が人
間の認識活動を特徴づけていると概括できよう。確かに机上の計算よりもスーパーでの買
い四一「買い物ゴッコ」の方が計算が早い。自分の問題解決のための都合のよいイメージを
創りだす思考には，「場」（状況・場面）による認識が働いていると言える。人は心のなか
で自分の動きに合わせて諸物の位置関係などのイメージをダイナミックに操作する。方角
の基準をなす事物（星，島，山，大きな建物）のイメージが自分の動きに合わせて次第に
遠ざかったりするのである。これらの何世代もかけて練り上げられてきた心のなかの精密
な地図が我々にある。コンピュータが並列的な思考しかしないのに対し，人間は「～の場
合はどうするか」というように自動的に重みづけをしつつ，つまり固有の「メンタルモデ
ル」を作りつつ思考する。つまり一人一人は心の中にイメージを描くことによって，自分
自身の問題解決のために必要な情報を利用しやすいように再構成している。当然それは心
の中で外界の動きからは独立した操作である。こうして未来への展望，つまり時間の地図
が操作されるのである④。
　（b）無意識へ
　しかしこの「場による認識」を現代人の生活におけるような単なる一元的なイメージの
操作とのみ捉えてはならない。例えば今でも残っている種々の稲作儀i礼にこのイメージ操
作を見る時，それはカミの招来によって農業，及びそれを重要な支えにした生活全般がこ
の世を越えたものと照応していることを人々が考えてきたという事実を示す。これは文化
の上に投影される人生の形の違いとしても見られる。我々は人生の峠などと旅の比喩を
もって自分の経験という文脈をつくる。人生の回帰は「巡礼」というように。しかし現代
人の人生の地図は益々機能的に構成された無機的な抽象物になりつつある。空中を飛翔し，
地下に潜む旅は構想されず，リアルな個人（孤独な一人目の直線的行程である。同行二人
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という分身めいた世界もない。類似の出来事が互いに呼応しあうが故に，燃える火のそば
でお産をしたり，出産直前に室内の器物の蓋を一斉に開けるという風習のなかで万物照応
を感得しようともしない③。賢しらげな迷信排除だけがある。そこには不知不識のうちに身
につけてしまった紋切型の習慣を取り除くエクスタシーが排除され，したがって性の転倒
などによる文化の核心への肉薄もない。だからある世界を生死・虚実を越えて実感し，メ
ンバーの一人一人が自己の存在をこの世と彼岸とを含んだ世界で確認することもできない。
「精霊送り」のために人形や鳥をつくる人々のもつ鳥の心象風景は我々と随分異なるもの
だろう。また霊魂が雲となりそれが焼き畑の稲の霊魂となって人々に食べられ，村に住む
人の霊魂として再生するというイメージをもつ部族は籾，米の一粒一粒への関わり方も違
う。彼らにとっては火，水，風，山，石，川，血，墨などは日常性を越えてあの世からの
誕生やあの世への送り届けを確証するための演技の道具であり，そしてなによりも人生を
しっかりと繋ぎ止め，方向づけるためのシンボルである。我々は今これを失っている。ボ
ルネオ島の内陸部に住むイバン族の籾をつく日は楽器のような役割もしており，それは村
人の喜怒哀楽のリズムをつくるのみならず，カミをも喜ばせ慰めるものであったという。
しかしそれは今や石油で動くモーターによって近代化され，能率的ではあるが喜びもなく，
村のリズムを壊し，カミをも追い出し，近代的な普遍宗教がとって代わった③。万物照応を
抜きにしてイメージ思考が人間の特徴だと語るAIの研究などはそれなりの限界をもつ。
たしかにコンピューターがアルゴリズム的な思考をするとすれば，人はアナロジーを働か
すとは言える。しかし人間が「忘れっぽい」からシンボルに頼るというだけではない。深
層とも通じる多次元的思考の方が素早い思考を可能にするからである。このように記憶と
素早い操作のための高度の方法も一元的な思考の範囲に留まるものではない。特定の状況
や特定の人や特定の物に名前をつけて（あだ名をつけて）これを手掛かりにして理解しよ
うとする操作の中にも現実を越える世界に依るシンボリックな思考法がある（名付け親＝
godfather）。勿論，この彼岸と現実との抱き合わせのモデルによる思考法はいつもプラス
に機能するとは限らない。灯るモデルにしがみつき，新しい事態に対処出来なくなるとき
もある（文化の停滞）。そしてモデルによる思考法は何も近代以前のものとは限らず現代の
日常生活でもおこなわれているが故に，このモデルによる思考の機能・逆機能の問題は現
代のそれでもある。いずれにしてもこの思考法は記憶時の変形，取捨選択や想起時の再構
成が「完全な復元」ではないことから，新しい意味の発見，つまり創造の能力を人間が持
つという理由をなす。
　（c）創造とはイメージ思考を越える
　しかし我々は「オイディプス神話」をもつ。それにはイメージ思考というレベルに停ま
らないものがある。視覚的叡知をもってスフィンクスを倒しテーバイの王となった彼は，
「探究」をするに二重の言語で始める⑤。知るために盲目性を拒否し，盲目のもつ予言性も
嘲笑う（テイレシアスを嘲笑うオイディプス）。しかし集団の柱をなす規則・法・制度は盲
目の無意識の支えに依っているのだ。大嘗祭における真床覆裳もそれを示す⑥。イメージの
展開としての演劇も，この言語の多義性をもたらすリズムによってはこばれる変身の過程
だといえよう。きわめて儀式的な演技である大嘗祭，新嘗祭における玉体加持の儀礼とい
うモデルは，「真言」のリズムによって支えられる内部霊の強化と外部霊の排除という「心
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のモデル」の実体化であろう。大嘗宮や中和院の構造，御衣加持による新しい生命の蘇り
（衣替えによる神への変身）（廻立殿の作法…御湯殿で先ず天羽衣という浴衣を着けて湯に
つかる。それを湯の中で脱ぎすてる。そのあと湯からあがって新しい明衣を着け，その清
められた姿で大嘗祭に臨む。）つまり湯殿で衣替えによる変身をするわけである。これは大
嘗祭のなかの秘儀と言ってもよいといわれるが，それはまさにこれが盲目の世界を経由す
ることが祭り・集団の柱を形成することを示しているからである。
　「真言」のうちには「ヒューヒュー，サーサーといった意味を本来もたなかったのではな
いかと思われるもの，あるいは風の音とか獣の鳴き声などの疑似音まである」という。言
語の措定以前のリズムを再発見すること。差異化以前，鏡像以前の「息」を発見するこ
と②。「多次元を自由移動する人間の思考」とはframe，　schema，　script，階層構造以前に
遡ることである。たとえば理解する事は①単なる「入力したものをそのまま出力する」リ
ズムにはじまり（下等動物など），②後の為に経験を残すこと，つまり記憶を使って情報処
理をするリズム（記憶の貯蔵のリズム），③出力を一時的に考慮せず，入力のみの段階で分
類，関係づけをするリズム（情報圧縮のリズム）を含む階層をなす。これらは人類発生以
来の記憶（否，生物，地球，宇宙発生以来）に基づくリズムを持つものであり，単に「先
行経験」の枠組みなどははるかに及ばぬ無意識のリズムに支えられている。だからこそそ
のリズムによる認識は素早く，夢のもたらす情報などの豊富な内容も持つのである。まさ
にフロイトの言うように「夢を頼りにしないことは偵察機なしに戦争をするようなもの」
なのである。それは意識のレベルでの硬直した文脈に亀裂を入れ，別の文脈を導入する。
このように我々は認識には「操作的認識」（対象や状況に対する支配力つまり「分かる力と
しての技術」）と「存在の認識」（瞑想・悟る，マクロコスモスとミクロコスモスとの合一
など）の2つがあることを考える必要がある。それと同時に，この2つの根底には絶えず
未分化を呼び寄せるリズムがあることも知らなければならない。そうでなければ，操作・
支配の力の感じに伴う高揚感，しかし同時に訪れる説明のつかない不安や安堵の交錯。上
昇と同時に味わう下降，堕落の気分などという包括的な認識活動を理解することは出来ま
い。まして「真言」「陀羅尼」「呪」などをもって宇宙のリズムに応じ，操作しようとする
リズムを理解することは出来まい。合理的操作という「支配一排除一陰謀一拷問（F・ベー
コン）」の論理だけでは，存在との和解や宇宙に抱き取られているなどの寒寒的な感情など
は理解できない。組織活動が人々の「悩み」「不満」「不安」から出発する一種の治療過程
を含むのはこの故であろう。それはギリシャ悲劇にみるように，運命の根源を垣間見るた
めには，オイディプスと父，母，息子，娘…の関係がシンボリックに語られねばならなかっ
たのだ。
III．場所の選定
　しかし今，新しい形の学校が全社会を覆っている。情報・文化の名における，情報・文
化と言う鳥籠（カプセル）の中への閉じ込めがそれである。支配は認識のパターンの直接
的支配に移っている（力による支配から認識のパターンの支配による頭脳操作へ）。シャー
マンのように鳥になってメタへと飛翔する隙間を完全に消し去ろうとする管理社会の進行
である。「継起，推論，進化の流れ＝時問」以前のリズムの抑圧である。周辺…それも多数
の縁に向かうことを禁じる。子供はトム・ソーヤーのようなバーレスクによって風穴をあ
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けることができなくなっている。優i等生臭い子供達の大量生産をもって生活指導といわれ
る。合理的思考以外を排除する訓練…「犬の首輪一ただし犬はそのなかに入っていない。
片目の猫一このように役に立たない呪いの道具の数々」のノンセンスは子供の頭に浮かば
なくなる。なぜならその「場所・舞台」はミシシッピー川ではなく学校・学級なのだ。そ
の外の世界も社会の「学校化」（1・イリイチ）という求心力によってがっちりと囲いこま
れている。
　丁度，トランプの札を切り直してまぜこぜにして新しい組合わせをさぐると同様な方法
で原初のリズムは取り戻せないのか。「自分史」などという語られた歴史のなかに解消され
ないリズムをいかにして確保するのか。一つ一つが「見出された時」になるような。異質
な時間系同士が互いに他を圧縮しあって結合しようとする迅速な時間。それは論理的抑制
や言語表現の冷静な厳密さでもない。素早い回転なのである。それは時間・歴史を不断に
分割するものなのである。諸メディアが疑似的な「異質的時間」を提供し続けている時，
学校はどのような「異質的時間」を確保しなけれぼならぬのか。異質的で多数化された時
間へのつくりかえ。講壇的言意の愚かしさ。
　この新しいトポスは，この重層化された多数の，回帰的トポスは今どこで探せるだろう
か？それは東南アジアやイスラムなどか？一次元的なシンボルの，単線型合理性を押しつ
けてくる統一世界のとの．対決なしには主体も歴史もない。アメリカがベトナムで負けたこ
とは，トム・ソーヤーの勝利であるのか。新大陸の自然による近代への反抗は，古い文化
を背負うアジアの自然によるそれに取って変わった。しかしその論理は突き詰められてい
ない。なぜならアジア諸国には近代の重圧が全く皮肉な形で展開しているからである。先
進国型を目指すアジアNIC’s一にはどのような形でトム・ソーヤー的バーレスクが登場す
べきなのか。
　我々に必要な事は，途上国のように雇用吸収力の弱い都市へと農村からプッシュされて
来てスコッターsquatterを形成する人々の現実を単に悲惨なものと解釈する近代主義を
越える物差しを持つことである。彼らは「悲惨な可愛そうな人々」の範疇に押し込められ
はしない（彼らの為政者はそうしようとしているが。）彼らは近代文化が自らを成就する際
に犠牲にしてきたものを想起させるのだ。それは危機を孕んだ出会いである。苦痛のうめ
きのリズムは時間を停止させる。ディケンズやプロレタリア文学の新しい観点からの読み
直し。《死，暗黒，光の交錯から，保護し，歴史化する近代的シンボルに逆らって，定立を
ずらし（隙をみては否定し），それを越え，それを享楽することへ》……近代の産物である
巨大技術システムを笑い・嘲笑う地域の風土特性の摂取。同時に地場の滑稽さ・みみつち
さを自嘲するなかから生じる自発力。そしてこの笑いの力をも活かす中間技術（半ば遊び
である仕事のなかの成就感，依惜地　エロス的ドタバタ。）地域がもっている資源，労働技
能，自分の住む家（若い男女の結合のエネルギー……思春期のバイタリティー溢れる自己
形成のなかでの仕事・共同活動）は自分でつくろうとする遊びのこころ（方位を決め場所
を選定するシンボル体系）のなかの努力を活かす自助システム＝セルフエイド方式（シン
ボリックな活動でなけれぼどうしてエネルギーが出ようか。）……これらはまさに近代主義
に対する伝統文化の底力を示すものであろう。たとえば家づくりにおいて…①木材や竹流，
日干し煉瓦など（炎天下での汗を滴らして働く男・リズム・エロス），在来から地場で生産
されてきた建築材料（木樵り，山人，筏流し一のリズムとドラマ）の発現，新しい技術の
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付加，流通システムの整備活用。これからコケティッシュな娘をめぐる人々の笑いが聞こ
えてくるだろう。②在来の工法の見直し改善，高度な近代的技術の習得者でなくても参加
できる工事の工夫。ここでの悲喜劇が見えるか？③在来の労働組織一相互扶助の仕組みの
　　　　　ゆい
見直し…「結」「講」による資金，労力，茅などの共有材料の輸番制の調達。雇用吸収力の
弱い都市へと農村からプッシュされて来る人達は先に都市にいる縁者や同郷の人を頼って
住み着くことが多いので，相互扶助方式が受け入れられる下地がある（というよりも，放
置された結果，歪んだ形で近代的指導を受けないという利点がある。）個々の場面は，それ
ぞれの時間のパターンをもっている。それらは自分のパ’ターンの欠を補うべく，異質の時
間の世界に働らきかけざるを得ない。それらは相互に価値評価しあう記号体系の種々相を
もつ。しかしこれらのなかに先進国が介入し，近代的に再組織するために情報がつくられ
る。（諸々の学会・シンポジウム・アジア芸術祭など。彼らは先進国なみの生活確保こそ先
決問題だと言う。近代への組み込みのレールに乗った発言を権威化する。そしてエキゾチッ
クな気分の提供者として歓迎される。）
　深層のリズムによって近代的方法をも組み込む力技を果たそうとするエネルギーの噴出
口はどこにあるのか？現代人は「境界」を再考する必要に迫られている。「境界」（移動，
旅，戦い）は両義性に満ちた原初的緊張をもって生きる人間のエネルギーである。①「交
換」（旅人・商人・略奪・戦争）…移動してくる人のリズムは彼らが携えて来る文物と一体
になったリズムによって，既存の枠組みに安住する者たちを揺さぶり，その分節法を変え
る。②（極度の精神的緊張の瞬間・集中のために）「制作」・「修業」する者…芸術家・宗教
家……新しい共同体を探り当てるにはただどっぶりと日常のなかに漬かるというだけでは
駄目である。「極度の精神集中のため」の方法・装置が必要である。各民族はそのための様々
な工夫をした。芸術家における自己の「異化」についてはいうまでもない。宗教劇の自己
と超越者との出会いを融合感覚にまで高めるために，喧騒を避け，山中へ籠もる修行など
がある。これは死やグロテスクのなかから生命力を得てくる方法でもある。③「結界」…
誕生，七五三，成人，厄年，卒業，入社，結婚式，葬式……。この節目によって都市や建
築の様式は決定される。これがリズムを生み，活力を与え，自分の人生に意義を認め，人々
と共鳴していく。この両義性を鮮明にする場として我々は小高い丘，清い水の流れのある
鎮守の森で，繋れを落とそうとする。市場もできる。人々は土壇を築きたいのだ。
　必要なことは「時間」＝「物語」・「演劇」づくりなのだ。先ず「祭りのステージ」を作
る。それには土地を選び，開始の時期を選ばねばならない。それを決定するシナリオが「歴
史」とよばれる。それは各地域や家庭のスケジュールと連動する。地域の一体化。祭日。
「境界」は犯され易く，不安定なためシンボリックな儀式の場として「結界」が設けられ
る。結界しそこで育つもの。外国に衝撃を与えるような建築様式・町並み。この町で育っ
た建築家は外国で故郷を再現しようとすることだろう。天からそのインスピレーションを
招くための結界としての都市。聖なる場所として，その境界から低い文化という魔や障害
を除去しなけれぼならない。その都市なりの結界法を編み出さねばならない。「特異な風景」
をもつ「広場」…人間の情念と都市機能が交錯した所。檜舞台への登竜門として人々が自
分を賭けてしのぎをけずる熱気。都市生活のなかに埋没している無表情の人々を魅力ある
顔つきに変える場所。舞台と観客が一体となって高揚する場。そのためには先ず「劇場」
が必要である。
48 原　　野　　利　　彦
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